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早いもので、２月も後半を迎えました。よく、「１月は『行く』、２月は『逃げる』」 

と言われますが、まさに月日の過ぎ去る早さを感じます。みなさん変わりなくお過ご 
しでしょうか。 
さて、先月は学校便りで「いじめ防止対策プロジェクト」の指定をうけ、学校で取り組んでい

ることについてお知らせしました。その関連で、２月１４日（火）に文部科学省国立教育政策研
究所の総括研究官をなさっている髙橋典久先生が下水流小学校を訪問してくださいました。授
業の様子をご覧いただいたり、本校が取り組んでいることについて説明を行ったりしました。そ
して、その取組等について助言をいただきました。その中で、学校は、子供たちにとって魅力ある
場所でなければならないことを改めて感じました。子供たちが魅力ある学校と感じるためには、
やはり授業が分かる、学びが楽しい、仲間といろいろなことに取り組む、できることが増えて自
信がつくといったことを実感することが大切です。 
本校では、教師が互いの授業を参観し、子供たちにとって「分かる授業」、「力をつけられる

授業」ができるよう研修（教職員の学び）に取り組んでいます。また、地域の協力をいただきな
がら様々な体験活動による学びを計画的に実施しています。また、何かに困っている子がいれ
ば、全職員で情報を共有し、できることを話し合いながら支援をしていく体制ができています。 
特別なことではないですが、一つ一つの教育活動をしっかりねらいをもって行い、授業が充

実し他者との関わりが豊かになれば、学校は必ず子供たちにとって魅力あるものになっていくと
思います。学校はいよいよ今年度のまとめの時期に入ってきます。少しでも子供たちが「学校は
いいところだな」「明日も楽しみだ」と思えるよう気を引き締めて取り組んでいきます。 
引き続きご支援・ご協力をお願いいたします。 

 
  
 

子供たちの学習活動において、地域の方々と連携した取組はもちろん、外部機関と連携した
活動も積極的に行っています。２月に入り、６年生の薬物乱用防止教室や５年生のお茶とのふ
れあい教室を行いました。 

 

 

下水流小だより 
魅力ある学校に  

外部機関と連携した学習活動  

薬物乱用防止教室は、出水警察署の職
員の方を講師に迎え、危険ドラッグや大麻
等の利用がどれほど危険なものなのか、薬
物を勧められたらどうすれればよいかといっ
たことについて動画を見たり、話を聞いたり

して考えました。 

山床製茶の方の説明を聞き、おいしいお
茶の入れ方を教えていただきました。お湯の
温度や茶の葉の量、お湯を注いでからの時
間など教わったとおりに入れると、甘みを感
じたり、少し苦さを感じたり・・・。お茶の奥深
さを感じる授業になったようです。 

＝児童の感想＝ 
・動画は少し怖かった
けど、危険ドラッグ
がどのようなもの
か分かりました。 

・誘いがあっても、絶
対に断ろうと思い
ます。 

＝児童の感想＝ 
・あまりお茶を飲むこ
とが少ないけど、自
分で入れたら美味
しかったです。 

・習ったことを家の人

に教えることがで
きてよかったです。 

 



 
    
２月２日(木)に、来年度入学してくる保護者、新入児童を対

象に入学説明会・体験入学を実施しました。 
保護者の方が入学説明会を行っている間は、５年生児童が

新入児童との交流活動を行いました。一緒にレクリエーション
をしたり、読み聞かせをしたりと、下水流小学校の先輩として、
新入児童に優しく接する姿が印象的でした。入学への期待が
大きく膨らんだことと思います。 
 
 
 
 
 １月に５年生が鹿児島学習定着度調査に取り組みました。基本的な課題に関する正答率は高
く、基本的な知識や技能の習得は十分できていると考えられます。しかし、次のような課題も見
られるので、学校でも授業の中で、これらの課題に応じた学習を行っています。 
 
 
 
 

 長い文章を読む経験を十分に積ませたいと考え、学校でも図書の時間を設け
たり、家庭学習で読書を取り入れたりしています。今の子供たちは、ゲームや動
画に夢中になる傾向が見られます。親子で、読書を楽しむ時間を取り入れてみ
ませんか。 
 また、２月９日(木)には、「出水っ子学力推進大会」が行われ、保護者の方にも

参加いただき、話をする機会がありました。出水市では、「自分で考えて行う家庭学習」をめざ
し、「自学ノート」の取組を進め、出水市内すべての学校で取り組んでいます。下水流小学校で
も学年に応じた取組を行っています。自分が苦手な内容やもっと知りたいことなど、自分がその
内容を決めて取り組む力は、中学校や高校での学びに大きな影響を与えます。家庭での学習
への見届け・励ましをよろしくお願いいたします。 
 また、この大会の中で「文部科学大臣優秀教職員表彰」があり、出水市で受賞した３名の先
生方の紹介もありました。本校の橋元泰幸教諭も受賞者の一人です。 
今後も職員一丸となって下水流小の子供たちの学力向上に努めていきます。 

 
 
 
 

 タブレット端末を利用した授業
がいろいろな場面で見られます。
時には、教師よりもスムーズに使
いこなす様子に私たちも学ばせ
てもらっています。 
 メディアとの付き合い方を意識
して、学習効果が上がるような活
用を行っていきたいと思います。 

 

 
 

１日(水) いいたて希望の里学園との 
オンライン交流（４年生） 

３日(金) お別れ集会・お別れ遠足 
７日(火) B校時 児童代表委員会 
８日(水) AEA来校 
１０日(金) B校時 
１１日(土) 土曜授業日 いずみ号来校 

１３日(月) ALT来校 
１４日(火) B校時 バイキング給食 
１６日(木) 卒業式予行  
１７日(金) B校時 
２２日(水) 卒業式準備 
２３日(木) 卒業式 
２４日(金) 修了式・離任式 

    

３月の行事予定です。
変更の可能性もござい
ます。後日配布される案
内や通信等で詳細をご
確認 
ください。 

楽しみに待っているよ 
 

何を問われ、どう答えるか 
 

△長い問題文を読んで答えることが苦手 
△たくさんの資料を組み合わせて考えることが苦手 
△問題で何を聞かれているのか、どう答えるのかきちんと分かっていない  

どんどんと活用の幅が広がっています

解いた課題のノー
トを撮影。それを教師
に送って、児童同士の
交流に使います。 

 
1年生もどんどん使

っています。発見した
もの、工夫したことを
カメラで撮影！ 

 


